

































2．2010 年の研究の経過  
1) 2010 年 3 月 31 日 出席者：辻郁、藤田さより、小松啓により、2009 年度のふりか
えりと今年度の展望と計画を立てる会合を開いた。  

















(3)2010 年度 10 月～2011 年 3 月まで：地域主体のコーヒーショップへの移行期とし
て考えたい。  








3) コーヒーショップの開店  
2009 年 10 月～2010 年 3 月に引き続き、2010 年 4 月から 2011 年 3 月まで、毎月 1
回、日曜日午後２時～4 時まで小羊学園・三方原スクエア・交流スペースにて、コー
ヒーショップを開設した。初めは、第 3 日曜日に開店したが、11 月からは支えてくれ
るボランティアの女性の都合で第 4 日曜日に変更された。  
(1)2010 年 4 月～2011 年 3 月まで 11 回にわたり開店した。（8 月は小羊学園の夏祭り
があり、そこでコーヒーショップを開店、合流した。）  
①参加人数：  
利用者数（施設職員も含む）：多い時で 63 名、少ない時で 33 名、平均 47 名の盛況
であった。  
参加学生数：多い時で 12 名、少ない時で 6 名のリハビリテーション学部 OT 専攻
生と社会福祉学部生が毎回参加した。  





































5) 地域へのボランティア募集活動  
































6) 夏祭りへの参加  










7)コーヒーショップ開店 1 周年記念  


































学 生 の利 用 者 への対 応 としては、人 との関 わりに、葛 藤 を感 じるという経 験 は大 切 。葛 藤 を
体験し、それを乗り越えていくことが重要である。そこで知 らず知らずのうちに自分を出していくと
いうことを学んでいくのではないか。失敗を体験し、それを成功体験と結び付けていければ。 



































先 生 方 各 位 、小 松 啓 です。11 月 28 日 のコーヒーショップは、リハの学 生 6 名 ＋お客 として参 加 された 3 年 生 の
Ｔさん、社 会 福 祉 介 護 の３年 生 1 名 、藤 田 先 生 、ボランティアの CH さん、M さん、小 松 でした。  
 学 生 さんたちとの協 力 もスムースで、14 時 前 に準 備 ができて、13 時 50 分 から始 めることができました。皆 さん
手 際 がよく、あらら、あららという間 に時 間 が過 ぎ、男 子 利 用 者 さんのいつもの猛 者 たちもしっかり来 てくれましたし、
コーヒー大 好 きの S さんはご機 嫌 で、にこにこしながら私 のお腹 に 2 回 ほどパンチを下 さいました。  
愛 嬌 たっぷりの女 性 の利 用 者 さんの H さんたちのしっとりした女 性 のテーブルも和 やかで、女 子 学 生 たちも入 っ
て、ゆっくり懇 談 の時 を持 っていました。CH さんともう一 人 のリハ男 子 学 生 のシェフも手 慣 れたものでした。15 時 30
分 にはそろそろ店 じまいとなり、あっという間 に時 が流 れたという印 象 です。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4) 地域の人との交流は今後の課題であるという点は前年と同じである。本年度は特に、
積極的に近隣の高齢者施設へのお誘いに打って出たが、結果は全敗であった。地域と
の日常的な交流の必要性があらためて強く感じられるきっかけとなった。  
5) 同じく前年からの課題である施設職員との共同研究は、具体化はしていないが、広く
地域や職員、施設長たちを巻き込んだアクションリサーチのような試みは実現しうる
土壌は形成されつつあるように思われる。「知的障害に関わる人々の群れの形成と発
展」というようなテーマでどうだろうか。  
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